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生物多様性指数の統計数理
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生物多様性という概念は古いが単純：
様々な生物が相互に関係し合いながら共存するサマ

定性的な概念は確立済み 定量的が未解決

種 s の相対頻度： ps

1 − Σs ps
2

−Σs ps log ps

多様性として満たすべき性質: 多様性は加えられる
1.共通種を持たない群集を合わせたら単純和
2.有効な種数：均一のとき最大＝種数
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q = 0 のとき種数 S 

q = 2 のとき Gini-Simpsonの逆数
q = 1 のとき Shannonをexpの肩に乗せる

単純和

1個の数値でなく
曲線で測る

稀少種
重視

バランス
重視

単純和にならない

α多様性は高い α多様性は小さい
β多様性は小さい β多様性は大きい

α、β、γ多様性への拡張
局所群集の多様性 × 局所群集間の差 ＝ 全体の多様性

α多様性 β多様性 γ多様性

局所群集ヒル数の集団
サイズ による加重平均

全体の相対頻度
を使ったHill数

γ多様性/α多様性

本来，生物群集は連続的に広がっている。連続変化を観る指数

α多様性は高い α多様性は小さい
β多様性は小さい β多様性は大きい

α多様性：半径 rの円内
のシンプソン指数の平均
β多様性：距離 r離れた
2個体が同種である確率


